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児童虐待 

子どもの心や体を傷つけ、健やかな成長や人格の形成に重大な影響を与える行為のことで、身体的虐

待、心理的虐待（言葉のおどしや無視）、ネグレクト（養育・保護の怠慢、拒否）、性的虐待に分類される。 

姉妹都市 

文化交流や親善を目的として結びついた都市と都市。 

住宅ストック 

過去に建築され、現在も存在している膨大な住宅（建築）資産のこと。 

受援体制 

大規模災害発生時、市の業務継続計画で定めた非常時優先業務を実施するにあたり、外部からの応援

や支援が必要な場合に、応援要請や円滑な受け入れを行うための体制のこと。 

集約型都市構造化 

都市圏を高密度な拠点のネットワーク構造に転換していくこと。 

循環型社会 

大量生産・大量消費・大量廃棄型の経済社会から脱却し、生産から流通、消費、廃棄に至るまで物質の

効率的な利用やリサイクルを進めることにより、天然資源の消費が抑制され、環境への負荷が低減さ

れる社会のこと。「資源循環型社会」ともいう。 

小規模高齢化集落 

世帯・人口が減少し高齢化率が高くなった集落。 

将来負担比率 

地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、その地方公共団体の財政規模

に対する割合で表したもの。 

食育 

さまざまな経験を通じて食に関する知識や食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することが

できる人間を育てること。 

シルバー人材センター 

高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づき、地域単位で設置されている高年齢者の自主的な

団体で、臨時的・短期的な仕事を、請負・委任・派遣等の形式で行う公益法人。 

新型インフルエンザ等 

新型インフルエンザは、毎年流行を繰り返してきたインフルエンザウイルスとウイルスの抗原性が大き

く異なる新型のウイルスが出現することにより、およそ10年から40年の周期で発生している。ほとん

どの人が新型のウイルスに対する免疫を獲得していないため、世界的な大流行（パンデミック）となり、

大きな健康被害とこれに伴う社会的影響をもたらすことが懸念される。また、新型コロナウイルス感染

症など未知の感染症の中で、その感染力の強さから新型インフルエンザと同様に社会的影響が大きい

ものが発生する可能性があり、これらが発生した場合には、国家の危機管理として対応する必要があ

る。 

推計人口 

一般には、過去の人口動向等を踏まえ、将来の人口について推計したもの。 
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後発医薬品 

ジェネリック医薬品とも呼ばれ、先発医薬品の特許が切れた後に販売される、先発医薬品と同じ有効

成分や効果を持つ安価な医薬品のこと。 

国立社会保障・人口問題研究所 

厚生労働省の研究機関で、人口・世帯数の将来推計や社会保障費に関する統計の作成・調査研究など

を行っている。 

コミュニティ活動 

同じ地域の住民が、地域をより良くするために活動する、住民同士のつながりに基づく参加型の自治

活動。 

コミュニティ・スクール 

学校運営協議会制度。学校と保護者や地域が共に知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させること

で、一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支えることを目的とした協議会。 

コンセプト 

企画・広告などで、全体を貫く基本的な観点・考え方。 

コンテンツ 

情報の中身。 

コンパクト・プラス・ネットワーク 

特に地方都市においては、地域の活力を維持するとともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、

高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通と連携して、コンパクトなまちづくりを進めること。 

コンプライアンス 

法令遵守のこと。 

さ行 

再生可能エネルギー 

自然界で起こる現象から取り出すことができ、一度利用しても比較的短期間に再生が可能であり、資

源が枯渇しない、永続的に利用できると認められるエネルギー。例として太陽光・風力・水力・波力・地

熱等がある。 

３Ｒ 

Ｒeduce(リデュース：減らす＝排出抑制)、Ｒeuse(リユース：再使用)、Ｒecycle(リサイクル：再資源

化)の頭文字をとったもの。 

市街地景観形成地区 

すぐれた市街地景観を創造し、または保全する必要がある地区について、地区の目指すべき景観に応

じた景観形成基準を定めるとともに、地区内では建築物等の新築・増改築などの行為についての届出

を通じて、地区の景観の形成を図るもの。 

実質公債費比率 

地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対す

る割合で表したもの。  


